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IFAD A/S, Forskerparken 10A, DK-5230 Odense M, Denmark

Telephone: +45 63 15 71 31, Fax: +45 65 93 29 99, E-mail: toolbox@ifad.dk, WWW: http://www.ifad.dk/
内容

新機能のご紹介
· 新しいVDM++ Java 生成機能
· VDMToolsの新しい拡張API
· 改良された新型 VDM デバッガ
· パッケージのサポート
· VDM++ の各種改良点
ユーザー事例
· JFITS: 日本における課税規則の形式化
· Frequentis: 航空管制制御へのVDMの応用
· Sidereus: VDM-SLへのリバースエンジニアリング
· Invensys: VDM-SLを用いた次世代構成管理ツール
· CS-SI: 人工衛星ソフトウェア開発への VDM-SLの適用
· Chess IT: オランダの花市場
· GAO: GAO 社の銀行券処理システム( VDM-SL)
ニュース

· リアルタイムのための VDM++ 拡張
· 新機能を OODBMS と統合
· IFADでの夏季研修体験
· VDM-SLの一貫性検証
· RTRI: 鉄道信号機制御への VDM-SL の適用
· 新しい VDM ウェブページ
IFAD 社からのお知らせ

· アカデミック無償サイトライセンス
· ベータリリースのお知らせ
· 新しい IFAD アライアンス
· イベントカレンダー

航空管制への応用
オーストリアの Frequentis 社では、複数のプロジェクトでVDMTools® を利用してきました。ツールの利用により要求を明確化すべき上流工程で、多くの疑問点が挙げられ。このことにより原始要求の多くの矛盾点が明らかになりました。
詳しくは3ページへ

人工衛星ソフトウェア開発におけるVDM-SL の導入効果 
フランスの ISEPUMS 社の CS-SI プロジェクトはVDMTools® の導入効果を定量化しました。定量化対象には人工衛星システムの自動コード生成機能も含まれています。好ましい結果が工数、コードサイズの両方で示されました。
詳しくは 4ページへ 

ビジネスクリティカルシステムへの VDM++ の適用
オランダの Chess IT 社では VDMTools®  を性能要求の厳しい実時間システム開発に適用しました。このシステムは顧客のビジネスにとってとても重要な意味を持つものです。
詳しくは5ページへ 

新 VDMTools® のリリース
VDMTools® - 高品質成果物を期限内に

2000年10月、 IFAD 社は新しいVDMTools® をリリースしました。 このリリースにより VDM-SL はバージョン 3.6 に、VDM++ はバージョン6.6 になりました。

改良された VDM デバッガ

2000 年 10 月改良された VDM インタプリタ／デバッガが正式にリリースされました。改良点には性能向上も含まれます。デバッガの改良点としては例えばデバッグ時にコールスタックを自由に辿れる機能などが挙げられます。また今までブレークポイントは function または operation の先頭にしか設定できませんでしたが、新しいデバッガでは任意の場所にブレークポイントを置くことができるようになりました。更に VDM++ インタプリタ／デバッガは VDM++ の並列処理仕様に対応するようになっています。
VDMToolsの新しい API

CORBA に対応したAPI（Application Programmers Interface）が2000年10月リリースのVDMTools®（Linux, Windows）に含まれています。この API を使えば、利用者はVDMTools®の全ての機能に外部のプロセスからアクセスすることができます。このような外部からのアクセスは次のような場合に特に有用です

· VDMTools® を使って作成したモデルをGUIと連携させたいとき
· 利用者自身の開発ツールの機能を拡張したいとき
前者のような使い方はプロトタイピング機能を提供します。利用者に要求がどのように捉えられたかを示す役にたてることができます。このような利用方法はIFAD社のウェブページにたくさんの例題が示されています。例題の中には現金自動支払機も含まれています。二番目の使い方はツール開発者や研究者により有用です。CORBAを通してVDMTools® と連携するプロセスを用意するだけで上記のような利便性を享受することができます。詳細についてはVDMTools® の API に関するマニュアルをご覧下さい。.

Java コード生成機能

VDM++ から Java のソースコードを生成する機能がVDMTools® の新しいリリースには含まれています。既存の C++ コード生成機能と同様に完全で実行可能な Java コードを生成することができます。それだけに留まらず、Java 生成機能は C++ 生成機能よりも更に多くのオプションを提供しています。オプションの一つに VDM++ 記述からのクラスと型のみに対応するコードの生成が挙げられます。

もし VDM++ の中で並列処理を記述した場合 Javaコード生成機能は対応する複数のスレッドを生成することができます。この機能はVDM++ の中で直接並列性を記述したい利用者に有用です。

Javaは多重継承を直接支援していないためVDM++仕様上で多重継承が使われている場合Javaコード生成機能はインターフェイスを利用するようにコードを生成します。

VDMTools® は VDM++ のクラスから Java のインターフェイスとして生成可能なものを特定するので、利用者はリストから選択をするだけです。また生成機能は自動生成されるコードと手で書かれたコードの共存を許します。もしコード生成を行おうとした際に既に手で書かれたコードが存在した場合、VDMTools®は自動生成されたコードと既存のコードを統合したファイルを生み出します。このようにして人手によって行われた最適化や他のJavaコードへの呼び出し等は保護されます。

パッケージのサポート
お客様からの要求に応える努力の一環としてIFAD 社はVDMTools® にパッケージの支援機能を追加しました。この機能は多くのクラスやモジュールを含んだ大規模な仕様を扱うときや、多くの開発者が同じプロジェクトで同時に作業する際にとくに有効です。パッケージ機能は既存のVDM仕様に意味的な影響を与えないように、純粋にインターフェースレベルで実現されています。すなわちパッケージ支援機能は与えられたVDMプロジェクトのディレクトリ構造に単純に従うだけのものです。
VDM++ の改良

VDM++ のシンタックスとそれに対応するセマンティクスが改良されました。主な変更点の第一番目はモディファイア（public, protected, private）が導入されたことです。もしモディファイアが省略されるとそれは private と解釈されます。このため既存のコードはすべて見直す必要があります。主たる変更点の二番目はVDM++の並列処理がより詳細に定義可能になったことです。以前のバージョンでは VDM++ 言語のこの部分はあまりきちんとサポートされていませんでしたが、2000年10月リリースのVDMTools® では改良されています。詳細については IFAD 社のVDM++言語マニュアルを参照して下さい。
Rose-VDM++ リンクの改良

VDM++ ツールボックスの新しいリリースには Rational-Rose (業界標準の UML ツール) が提供するラウンドトリップエンジニアリングに対応する数多くの改良が含まれています。最新の Rose (Rose 2000e) との連携も可能になりました。.

日本におけるVDM++を用いた課税規則の形式化
JFITS (Japan Future Information Technology & Systems Co.,Ltd ) 社は証券ならびに金融システムサービスを手掛ける日本の会社です。現在JFITS社は証券会社のバックオフィス機能を提供するパッケージ「トレードワン」を開発しています。システムはオブジェクト指向技術を利用して開発されています。このプロジェクトでVDM++は、信託資産に対する免税申告（マル優）を扱うサブシステムの分析ならびに設計に利用されています。

日本では高齢者または障害者は、預金ならびに信託資産が生み出す利息への課税の免除をある限度まで受けることができます。開発対象のサブシステムはこの免除に関わる申告処理を扱うものです。免税のための規則はとても複雑で通常の処理の10倍以上の例外を扱わなければなりません。このため自然言語による仕様は多くの間違いと曖昧な記述を含むものと考えられますが、VDM++の曖昧さのない記述により規則のより正確な記述が行われることが期待されています。

連絡先: 

        佐原 伸 <Shin.Sahara@jfits.co.jp>
航空管制とVDM 

ある産学協同プロジェクト

Graz 技術大学のソフトウェア技術研究所 (Software Technology institute)が、ウィーンに本社を置くFrequentis  (www.frequentis.com) 社と共同研究を始めたのはおよそ2年前のことでした。Frequentis社の主要ビジネスは航空管制システムの開発です。すなわち音声ならびにデータ通信を用いて世界の空港間で飛行機を安全に誘導するためのシステムです。 私達の目標は VDM と IFAD 社の VDMTools を高度にセーフティクリティカルな領域に適用することでした。

最初のプロジェクトでは、既存の製品：音声通信システム VCS3020S のシステム要求とテストケースが記述適用事例になりました。文献 [1] にあるような心強い評価結果を受けて、Frequentis は次の段階に踏み出す決心をしました。すなわち開発中のプロジェクトへの VDM の適用です。

今度は音声通信ネットワークの各ノードの仕様が VDMモデルの実行によって検証されました。ここで使われた VDM モデルは既存の受け入れテストを含む要求仕様を満たすものです。3000あまりの自然言語による要求仕様の中から140の機能要求が選ばれて検証されました。

これらの140個の要求仕様を形式化する過程で、108個の疑問点が生じ、その結果要求仕様の33ヶ所が修正されました。また既存の受け入れテストケースの中にあった16個の間違いも発見されました。これらの作業は14人週で完了しました。要求定義がプロジェクト一般の中で一番難しい場所であることを考えると、この作業量は受け入れ可能なものと思われます。特に航空管制システムのようなセーフティクリティカルなシステムでは音声通信は絶対に故障してはいけませんから、特に上流でのエラー発見は重要です。

最終顧客であるAustro-Controlは要求明確化のための質問が初期段階で数多く出されたことに満足しています。このことは要求の妥当性を検証する段階で形式化がいかに重要な役割を果たすかを示すものと言えるでしょう。

Frequentis 社で要求文書の保守を担当しているエンジニアは文献 [2] で以下のようなコメントを述べています。

… ここで述べたプロジェクトでは VDM の適用は比較的遅い時期に始まった。そのため適用開始時にはプロジェクトチームの先行各メンバは既に高レベルの業務知識を獲得済だった。このような事情を考えるとなおさら、途中から参加してきたVDM技術者が複雑な対象を急速に理解し得たことは驚嘆に値する。この結果、VDMを適用することにより、高レベルの質問をいくつも提出することができた。当然要求仕様に隠れていた実装が始まる前に発見され、取り除かれた。このことは別にしても、実際のコードを記述することなしにいくつもの要求事項がプロジェクトメンバによく理解され得たことは議論を待たない。
[1]
Johann Hörl and Bernhard K. Aichernig. Validating voice communication requirements using lightweight formal methods. IEEE Software, pages 21-27, May/June 2000.

[2]
Bernhard K. Aichernig, Andreas Gerstinger, and Robert Aster. Formal specification techniques as a catalyst in validation. In Proceedings of the 5th Conference on High-Assurance Software  Engineering, 15th-17th November 2000, Albuquerque, New Mexico, USA. IEEE, 2000.

連絡先: 

       Bernhard Aichernig <aichernig@ist.tu-graz.ac.at>
VDM-SLへのリバースエンジニアリング
KARMA プロジェクト

ポルトガルの KARMA プロジェクト（Sidereus Ltd, Novabase SA と the University of Minhoの共同プロジェクト）は、データの品質向上、ノイズの除去、移行に、まったく新しい方向から迫っています。現在このプロジェクトで開発中のツールの一つが “KARMA Reverse” というコンポーネントです。このコンポーネントは既存のインフォーマルなデータベーススキーマから ISO 標準の VDM-SL 定義を生成することができます。このツールは本来レガシーシステムにおける高度なコンサルティングサービスに用いることを意図して開発されました。既に二つの実プロジェクトのプロトタイピングフェーズのテストケース記述に用いられています。またツール自身近い将来に製品としてリリースされる予定です。

連絡先: Luis Neves  fln@sidereus.pt  

VDMの大規模開発への適用
次世代構成管理言語

Invensys CRM 社（元 Baan 社の一部）では次世代構成管理言語ならびにその処理系の3年に及ぶ開発が終わろうとしています。新たに開発された構成管理言語は C++ や Java 等にも負けない機能と複雑さを備えています。プロジェクトは構成管理言語の新しい標準となるべく、野心的な目標を掲げていました。

開発の途上、三つのフェーズを通過しました。
1. インフォーマルな言語の定義フェーズ。ここで開発者達は実世界の構成管理の問題を見据え、どのようにすればそれらが簡便に記述できるかを考えました 

2. 次にVDM-SL を用いて開発する言語の形式仕様とテスト仕様を記述するフェーズ 

3. C++ によるプロトタイピングならびに最適化された製品実装のフェーズ
プロジェクトの中心は開発対象言語そのものと、そのコンパイラならびにソルバー（推論エンジン）です。エンドユーザーのレベルではモデリングと構成管理のためのグラフィカルなツールが提供されます。このコンパイラとソルバーの仕様は完全にVDMで記述されています。

VDMで定義を始めてすぐに開発者達はインフォーマルな言語定義フェーズで入り込んでしまった多くの矛盾に気が付きました。VDMを使うことで開発者は実際の実装よりもより多くの時間を正しさの検証に使うことができるようになります（C++のプロトタイプではこれは困難です）。

なによりもテストケースを仕様に対して実行することができました。このことは現在に至るまで回帰テストを実行する上でこれ以上ない程の威力を発揮しています。

また偉大な点は仕様にまで遡って間違いを追跡できることです。複雑なアルゴリズムを追跡し理解し修正する作業は最適化された C++ コード上で行うよりも、高レベルな仕様記述言語上で行った方が、比べるまでもなく簡単です。

実装フェーズにおいても様々なコンポーネントの実行可能な仕様の存在は有用だということがわかりました。仕様レベルで考えることにより、他の方法を用いたときよりもコンポーネント間の実装プランをより疎な結合度で考えることができたのです。

数々の優れた特性をもつ VDM も、しかしながら「銀の弾丸」（特効薬）ではありません。他の開発プロジェクトと同様に VDM を仕様記述に使ったからといって（そしてオブジェクト指向言語を設計と実装に利用したからといって）作業結果が求めていた品質になる保証はどこにもありません。特にコンパイラの仕様記述ではこれが証明されました。仕様記述の半分は対応する実装とともに放棄されました。もっとも主要な間違いは仕様レベルで最適化を「実装」しようとしたことです。このことにより仕様に間違いが入り込みました。なにより問題だったのは可読性が著しく下がってしまったことです。すなわち最終的な実装の為の複雑なアルゴリズムの設計を持ち込んでは折角の仕様記述の価値がなくなってしまうということです。

連絡先: Jørgen Hedegaard jhandersen@baan.com
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人工衛星へのVDM-SL の適用

ESSI Project #27492のまとめ

ESSI Project 27492 の主な目標は (VDM-SL, B または Zのような)形式記述言語と (SA/RT, HOOD, KADS のような) 準形式言語を組み合わせることによって、数値として把握可能な開発上の利益を得たり、現場のエンジニアや管理者により受け入れられやすくなるかどうかを試そうとするものでした。試行はあるソフトウェアの大部分を再構成することによって行われました。もともと対象のソフトウェアは1995年に CS-SI によって開発され、CNES (French National Space Centre) で実際に運用されているものです。より正確にいえば、対象となるコンポーネントは SPOT4 制御ソフトウェアの計器制御センター (PMC:Payload Management Centre) の中のメッセージプログラミングコンポーネント (MPC)でした。

最初の PMC 開発で用いられた仕様書を使い、今回のプロジェクトは次のような成果物を作り出しました

· MPC の概念モデルと MPC の VDM-SL 仕様
· 新しい MPCの実装。同じ仕様に従いオリジナルの MPC と同一の結果を生み出すもの
· 生成された SUN/Solaris 2.6 用の C++ ソースコードならびに GNU gcc 2.7.2 でコンパイルされた実行可能コード
· プロジェクトの各フェーズについての CEC 向けの報告
結果、プロジェクトは工数とコードサイズの両者について、大幅な改善が報告されました。.

仕様は概算で5000行の VDM-SL 記述と 600 行の C （VDM-SL インタプリタで仕様を実行するのに必要だった）で構成されていました。オリジナルのコードは C と Fortran で 9000 行ありました。このことからオリジナルよりも 38% 少ない記述量で済んだことがわかります。この減少の主な要因は Cに対するVDM-SLの抽象度の高さが要因だと思われます。

使われた工数は193人日でこれはオリジナルの MPC 開発時に比べて 36%少ない数値です。この減少の原因は多岐にわたっています。一つはIFAD 社の VDM-SL コード生成機能を用いて完全な C++ ソースコードが生成されたことでしょう（生成されたソースは34000行）。このことにより最終的なリリースが劇的に早くなりました。またどちらのバージョンも MPC の問題を理解するための時間は約 50 人日で変わりませんでした。工数にもっとも違いが出たのはテスト工程でした。新しい方法では90％もの改善効果が出たのです。

ESSIプロジェクトは Commission of the European Communities, DGIII Industry,  RTD programme Information Technologies, Software systems and software best practice によってスポンサーされてきました。支援に感謝いたします。

連絡先: Armand Puccetti armand.puccetti@cisi.fr
オランダの花市場

ビジネスクリティカルなアプリケーションへの VDM++ の適用
Chess社 (http://www.chess.nl) は、これまで Aalsmeer （オランダ）の花市場の競売システムの大規模なリエンジニアリングプロジェクトに関わってきました。Aalsmeer 花市場 (VBA) は世界最大のマーケットでありその面積は700，000平方メートル以上もあります。毎日世界中から数百万の新しい花や植物が集められて、14台ある競売システムの一つに載せられ競売（せり）にかけられます。50，000件ほどのトランザクションが毎日発生し､年間の取引高はおよそ15億ユーロです。ここでは競売処理こそが最もビジネスクリティカルなものと想定しても差し支えないでしょう。もし競売システムが一日停止したら驚くなかれフットボール競技場750個分の商品が捨てられてしまいかねません。なぜなら繊細な商品は次の日にはもう売れなくなってしまうからです。花の競売に関するもっと詳しい情報はhttp://www.vba.com/english/index.html あるいは http://www.vba.com/english/veilen/index.html から得ることができます。後者は競売のプロセスをより詳細に説明しています。
 リエンジニアリングプロジェクトはいくつかの課題を伴っています。競売用のネットワーク基盤の向上、そして競売システム用計算機の交換への準備。そしてリエンジニアリングされたシステムは競売参加人が毎朝市場にやってくる代わりに、自宅や会社から競売に参加することを許すようになっていなければなりません。大事なことを言い忘れました。この遠隔買付け機能が提供されなければならない理由は、買付け人のビジネスツールとよりよい統合を行うことを期待してのことです。そうすることによって、売り手と買い手間の売買効率を低コストで高めることが可能になるからです。

Chess 社は改良されたネットワークアーキテクチャの開発や、そのネットワークと個々の競売システムへの接続、そして遠隔買付けアプリケーションの作成に参加していました。新旧のインターフェイスを媒介するソフトウェアの開発に際して Chess 社はIFAD社の提供する VDMTools®とよく知られた Rational社の Rose の組み合わせを選択しました。

私達のお客様は既に UML をその中心的モデリングパラダイムとして使う戦略的決定を下していました。しかしながら、まだ実際のアプリケーションに応用した経験はありませんでした。お客様の当初の予測では実時間特性がもっとも難しい部分だろうということでしたが、（我々が予想していた通り）程なくインターフェイス内に「隠された」機能の方が、実時間問題よりもはるかに複雑であることがわかりました。VDM++とUMLの組み合わせはこうしたタイプのアプリケーションによくマッチします。このインターフェイスコンポーネントの仕様はラウンドトリップのスタイルで定義され、完成するのに約1ヶ月かかりました。生成された  MicrosoftWord のドキュメントは100ページに及びます。VDM++ の仕様と UML モデルは、それ以前には形式手法の知識のなかったプロジェクトチームによってレビューされました。チームは実作業を通じて急速に記述方法に慣れ、一方では仕様に対する良質のコメントを出し続けることができました。チームの参加者によれば、VDM++ による仕様は UML モデルの明確化にとても役に立ったということでした。プロジェクトチームは実装フェーズの計画を形式仕様定義フェーズの結果に基いて策定しました。詳細な仕様モデルのおかげで簡明なプロジェクト計画を立てることができ、実際その計画は大きな問題に遭遇することもなく遂行されました。このシステムは複数のCPUとVME Bus を持ち VxWorksオペレーティングシステムの下で稼動しています。開発言語は C++ でした。

 この事例は1999年にToulouse  で開催されたWorld Conference on Formal Methods 併設のVDM user group meeting で発表されました。

 連絡先:

Marcel Verhoef  Marcel.Verhoef@chess.nl  

GAO 社が VDM-SL を用いた紙幣処理システムを開発
新しい紙幣分類装置用コンパイラ
GAO社は様々な紙幣処理システムを開発しています。それらはハードウェアアーキテクチャや、速度そして性能によって区別されています。

技術的な違いに関わらず、GAO社の顧客は自社が導入する紙幣処理装置に共通のルックアンドフィールを求めています。
GAO社は VDM-SL を利用した紙幣分類装置用コンパイラを作成中です。コンパイラの入力としてはDBの支援を受けた三次元GUI式ユーザーインターフェイスが使われることになっています。こうすることによって GAO社の顧客は、表現力豊かでかつ簡単で理解しやすい記法によってシステムを自力で構築することができるようになります。

VDMTools®を主要な仕様記述ツールとして利用することによって、GAO社の技術者はプロジェクトの設計の実現可能性に自身を持つことができました。以前にも VDM は多くの成功したアプリケーションで使われていたのです。

連絡先:

Paul Smith Smith@gao-munich.com 

VDM++ の実時間拡張
Matra BAe Dynamicsの実験プロジェクト

実時間ソフトウェアを開発する際の主要な課題の一つは、その設計がシステム全体によって求められている実時間制約にはたして従っているかどうかを判断することです。 すなわちシステムと環境から課せられる物理的な制限時間内に、考えらえている設計内容で処理が間に合うのかを判定する作業です。実際には、しばしば実際のシステムを書き上げてから初めてこの種の判断が行われています。テスト中に制限時間に間に合わないことが判明すると、設計が見直され再び実装が繰り返されます。このように時間的な特性に関しての考察はしばしば開発プロセスの遅い段階で行われています。

VICEプロジェクト（ESPRIT no.: 27618）において 上記の状況を改善する試みが行われています。使われているのはVDM++ 技術です。VDM++による設計を時間情報で拡張する方法論が開発されています。この設計結果は VICE プロジェクト用にカスタマイズされた VDMTools によって利用され、設計情報のアニメーションに利用されます。実行過程で発生する異なるイベントに対する履歴を残すことができるため、その結果を様々に解析することができます。

拡張された VDM 技術の有用性を評価するために選ばれた対象アプリケーションはミサイルの単純な制御システムです。制御システムは慣性や誘導に関わる多数のセンサーから入力を受け取り、制御対象へのコマンドを発行します。

VICEプロジェクトに関する一般的な情報は以下のURLから得ることができます。

http://www.ifad.dk/projects/vice.html 

連絡先:Paul Mukherjee Paul.Mukherjee@ifad.dk
新機能とオブジェクト指向DBとの連携
IFAD 社は現在 ASIA というプロジェクトに参画しています。Versant オブジェクト指向DBの上に永続性を備えたマルチユーザーアプリケーションを構築するのが目的です。

ソフトウェアアーキテクチャは次のような構成です

1. 軽量 GUI クライアント – Java Swing

2. RMI トランスポート層 – VDM++ と Java

3. 業務サーバー – VDM++

4. データベーススキーマ – VDM++

VDM++による業務クラスの仕様はデータベースのロックポリシーのための数個のクラス（それらは Versant のクラスをシミュレートしています）で拡張されています。業務クラスはオブジェクト指向 DB のスキーマのモデルとして使われます。

永続性以外の制御を定義するクラス群も追加されています（Versant 用語による database roots など）。このクラス群はビジネスサーバーのモデルを提供します。

シングルユーザーで永続性をサポートしないバージョンは IFAD 社の VDM++ ツールボックスを使って検証されました。このときには RMI を CORBA に変換するレイヤーを通して GUI クライアントとツールボックスの CORBA API が連携しました。
最終実装コードは新しいJavaコード生成機能によって実現されました（生成時にはシミュレーションのための Versant クラスの生成は抑制されています）。データベース接続のためのささやかなコードが追加されました。これは4つの Versant 基本呼び出しを定義したクラスで手で書かれた唯一の非GUIクラスです。Versant の手供するツールを用いて最終的な永続的かつマルチユーザーをサポートするシステムとして完成しました。

UMLとVDM++を多くの場所で使うようになってから開発全体は問題なく進行しています。

連絡先:



John Rasmussen: John.Rasmussen@ifad.dk
IFADでの夏季研修
私は Graz 技術大学のソフトウェア技術研究所に属する学生です。研究所では IFAD の VDMTools が研究に使われ、同時に教育にも活用されています。2000年の夏の3ヶ月間、私は IFAD の開発チームに参加する機会を得ることができました。その作業時間の大部分はVDMTools に取り込まれた CORBA API に費やされました。最後の一ヶ月はより研究的な色合いの濃い小さなプロジェクト（PROSPER プロジェクトに関連したものです）にも関わりました。

この夏季研修は私にとってとても有用な経験となりました。開発チームの一員として受け入れられているという実感を持つことができましたし、IFADで働く高度なスキルを持つ計算機科学者たちから多くを学ぶことができました。その効率的な働き振りと問題解決の手腕はとても印象的でした。

IFADでの経験はVDMへの信頼をより確かなものにしてくれましたし、形式手法の利用によってソフトウェアプロジェクトがいかに利益を得ることができるかについて、私の蒙をひらいてくれるものでした。VDMTools は成熟した素晴らしいソフトウェアであり、その利用者（技術者）がソフトウェア開発の一番重要な部分に集中することを可能にしてくれるものです。

私のIFAD での生活を楽しいものにしていただいた全ての IFAD 社員の方々に感謝いたします。またいつか一緒に働く機会が得られることを期待しています。I
連絡先: 

 Georg Weissenbacher georg.weissenbacher@gmx.at


VDM-SLの一貫性検証
ESPRITプロジェクトの一部であるPROSPERプロジェクト (Proof and Specification Assisted Design Environments) において、IFAD社は VDM-SL のための二つの新しいプロトタイプを開発中です。それぞれVDM-SLインテグリティエグザミナ（以下エグザミナ）、VDM-SL インテグリティチェッカ(以下チェッカ)と呼ばれています。

エグザミナはVDM-SL 仕様（インバリアントや、事前事後条件への適合性を含む）を検証するために必要な条件（proof obligations） を利用者が生成することを可能にします。エグザミナは生成された検証条件をグループ化しブラウズするためのグラフィカルなインターフェイスも提供しています。

ちょっとした仕様からでも誤りの可能性を示唆する数百の検証条件（proof obligations）が生成され得ます。

チェッカは検証条件の証明ツールです。チェッカの証明支援は PROSPER プロジェクトが開発した「オープン証明器」アーキテクチャによって、最新の各種証明器を利用して行うことができるのです。HOL98定理証明システムを中心にして証明エンジンは構築され、第三者の供給する決定プロシージャ（例えばbinary decision diagrams： BDDs や Stålmarcks method for propositional logicなど）によってプラグアンドプレイスタイルで証明エンジンの機能を拡張することが可能になっています。
ツールのα版が現在入手可能です。現時点ではプロトタイプであり、VDM-SL 言語の全てはカバーされてはいません。特に state, opreration そして複数の module を扱うことができません。ツールは無償でダウンロードできますが、興味のある方からの連絡をお待ちしています。そうすれば特定の問題に対するツールの使い方のアドバイスを行うことが可能です。次項のJR鉄道総合技術研究所 (RTRI) による事例についてもご覧下さい。

連絡先: Kim Sunesen Kim.Sunesen@ifad.dk
鉄道信号制御への VDM-SL の適用

鉄道の信号制御はセーフティクリティカルなシステムです。近年信号制御システムには大量の計算機が投入されています。多くの計算機が投入されればされるほど、ソフトウェアによる安全性への責任も重くなってきます。しかしながらこうした安全性に対するソフトウェア技術はまだまだ未成熟な状況です。

ある信号制御技術者達は形式手法こそが将来目指すべき道の有力な候補であると考えました。

形式手法の利用によって、仕様はより厳密に作成することが可能になり、プログラムも仕様から自動生成することができます。よって、仕様が無矛盾でそこから導かれるソフトウェアが安全性要求を満たすことを計算機によって証明できる可能性があれば、それこそが進むべき道ということになります。

IFAD社は現在前項でも述べた PROSPER プロジェクトに参加しています。

プロジェクトでは IFAD 社の VDM-SL ツールボックスのための証明機構が開発されています。JR の研究機関、JR鉄道総合技術研究所 (RTRI) は PROSPER プロジェクトに対してユーザーの視点から参画し、IFAD と協力しています。私は現在 IFAD 社に滞在中で、VDM-SL を安全なソフトウェアのための開発手法として評価している最中です。同時に私は証明ツールに対して提案できる機会を得ています。

実際的な応用として、現在最新の列車保護システムのためのデータベースの仕様を定義しています。このデータベースは、動的に与えられる情報によって、列車が先行する列車との衝突を避けたり、脱線を予防したりするための制限速度を計算するための基盤として用いられます。

仕様では列車が辿るべき経路を定義することはもちろん、軌道そのものの特性、例えば軌道の連結状態、曲率、勾配、そして信号の種別なども定義されなければなりません。維持すべき状態もまた定義されます。それらの定義の上にデータベースの編集機能が定義されます。

証明は万能ではありません。仕様定義者が考えていたことと、実際に何が書かれたかの違いは常に人間の目で検証されなければなりません。それゆえにテストは最後まで残ります。実用上はまだまだ多くの改善が必要ですが、私は IFAD 社の VDM-SL ツールボックスの証明機構拡張に期待しています。

連絡先: 寺田夏樹nterada@rtri.or.jp
新しい VDM ウェブサイト

VDM の公式ウェブサイトは IFAD 社から Newcastle に移りました。現在John Fitzgerald によって保守されています。URLは http://www.csr.ncl.ac.uk/vdm/ となります。このウェブサイトでは最初の2回(Toulouse, September 1999 と York, August 2000) の VDM ワークショップで発表された全ての論文にアクセスすることが可能です。

またこのウェブサイトにはFitzgerald と LarsenのVDM 教科書 (Modeling Systems) に対応したセミナーコースの日本語版も置いてあります（日本語版は JR鉄道総合技術研究所 の 荻野隆彦氏によって提供されました）。我々は将来もっと多くの翻訳が増えることを期待しています。

新しい VDM++ の例題集は VDM ウェブサイト上で公開される予定です。

連絡先:


John Fitzgerald: John.Fitzgerald@newcastle.ac.uk
The Toolbox Newsletter

Mailing list
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e-mail: toolbox@ifad.dk
telephone: +45 63 15 71 31 or
fax: +45 65 93 29 99
More Information
IFAD 社の VDM 関連製品に関する詳しい情報は直接お問い合わせください。
IFAD 社のウェブサイトでも有益な情報が公開されていますので是非ご覧下さい: http://www.ifad.dk/
イベントカレンダー

IFAD 社は以下のイベントに参加します。 展示コーナーではVDM 製品のデモが行われます.


2001







イベント











場所

3月12-16日 




FME'2001










Berlin, Germany

6月12日





SEA 主催 VDM チュートリアル



高知市, 日本
6月13-15日




SEA ソフトウェアシンポジウム 2001 
高知市, 日本


無償アカデミックサイトライセンス
IFAD 社はここに、アカデミアへの VDM 普及の先陣を切るべく、無償アカデミックサイトライセンスプログラムを発表します。これにより教育機関はVDMTools® を完全に無償で利用することができるようになります。無償ライセンス取得の手続きについては、以下の URL を参照して下さい。http://www.ifad.dk/Products/VDMTools/free_asl.htm
ベータリリースが登場

VDMTools®の正式リリースに加えて、より短いサイクルでベータ版の配布も始まりました。ベータ版には実験的かつ不安定な機能も含まれるため、これに対するサポートはありません。しかし利用者はいつでもVDMToolsの最新の改良版にアクセスすることができます。複数のベータ版が以下の URL からダウンロードできます。
http://www.ifad.dk/Products/VDMTools/betareleases.htm 

VDMTools® Alliances

VDMTools® の世界的な認知度を高めるため、IFAD 社は様々なアライアンスを提案しています。欧州ならびにデンマークから離れた地にディストリビューターを。ディストリビューターの性格を兼ね備えて技術的な支援を行う技術協力パートナーを。そしてフェロー。なおフェローとは VDMTools の技術をよく理解していて、かつその知識を IFAD 社と協力しつつ実際の現場で適用することを望む個人です。 

ディストリビューター: 

· DDC-I, USA 

· JFITS, 日本 

技術パートナー: 

· ISPRAS, Russia (特にテストの自動化に関して) 

· Sidereus, Portugal (特にデータベースに関して) 

· Rational, USA (特に UMLに関して) 

· SofTools Inc., USA (特に静的分析に関して) 

フェロー: 

· Bernhard Aichernig, Austria 

· Vasu Alagar, Canada 
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														IFAD in Boeing’s JSF One-Team


IFAD社 は JSF(Joint Strike Fighter) プロジェクトの概念定義フェーズに参画しています。JSFは次世代多機能戦闘機で、当初は米国、英国の空海軍のために開発されるものです。


この戦闘機の魅力はボーイング One Team の Autolog コンセプトにあります。IFADの開発チームへの寄与と、Autonomic Logistics コンセプトの開発を成功に導いた功績が認められ、IFAD 社は JSF One Team のメンバとして迎えられました。


JSF One Team は世界的な主導航空機メーカーのグループです。IFAD社はこのチームの一員として、他の参加メンバに認められたことを大いなる誇りと感じています
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